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二次評価結果

　評価できる取組

・地域旅客運送サービス継続事業を活用し運行を継続している裾野市内循環線について、地元企業の協力のも
と全便で添乗調査を実施し、OD調査結果や利用者意見等の分析を行うとともに、当該結果を踏まえた運行ルー
トやダイヤの見直しを丁寧に行ったことを評価します。
・高齢者バス・タクシー利用助成券について、１回あたりの利用上限額（２００円）を廃止し、更なる利便性向上に
努めていることを確認しました。

　期待する取組

・裾野市内循環線について、住民の利用定着を図るため運行ルートやダイヤについて、積極的な周知を行い、利
用促進につながる施策にも取り組まれることを期待します。
・裾野市地域公共交通計画（令和5年度～令和9年度）は中間年度を迎えるため、中間評価を実施するとともに、
残る計画期間における各種事業を計画的に進められることを期待します。
・地域旅客運送サービス継続事業実施計画（令和4年度～令和8年度）については、残り２年となるため、計画期
間終了後における市内循環線のあり方等について早期に検討を開始されることを期待します。


